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https://www.theguardian.com/environment/2017/sep/06/plastic-fibres-found-tap-water-around-world-study-reveals

飲料水，ヒトの肺，妊娠女性の胎盤からも検出

米国 Cox et al., EST2019
食 物 ：3万9千個～5万2千個
呼 吸 ：3万5千個～6万9千個
水道水 ：4千個
ボトル水：9万個

マイクロプラスチック：ヒト体内から検出

Human Consumption of Microplastics

水道水500 mL
2～5本の繊維状MPs



AMPs : 大気中マイクロプラスチック

⼤気エアロゾル*

*空気動⼒学径
ü 海洋︓ 100 µm （実粒径）以上が主な対象
ü ⼤気︓吸⼊性粒⼦（空気動⼒学径 4 µm以下）が主な対象

特に PM2.5が重要

粒 径

マクロ
プラスチック

(＞5 mm)

ナノプラスチック
(0.1 µm - 1 nm)

マイクロプラスチック
(5 mm – 0.1 µm)

Airborne microplastics: AMPs



POPs

⼤気中
マイクロプラス
チック(AMPs)

⼭間部遠隔地

AMPs：想定される起源と動態

波⾶沫, タイヤ摩耗⽚, ⾐服, 廃棄物
(パーソナルケア商品) etc.

破砕誤⾷

⽣物濃縮

吸着

沈降

年間
14万トン



AMPs：世界で行われている研究

欧州と中国における都市部観測が中⼼．⼭岳，極域，外
洋での観測例は⼩数．⾃由対流圏⼤気での観測はない．
空気動⼒学径分布は不明．
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エアロゾル
採取装置

柴⽥科学AN-200

11 μm <
7.0 - 11 μm
4.7 - 7.0 μm
3.3 - 4.7 μm
2.1 - 3.3 μm
1.1 - 2.1 μm

0.65 - 1.1 μm
0.43 - 0.65 μm

雨水採取器

ステンレス容器

国内都市大気 vs. 自由対流圏大気

⾃由対流圏⼤気

採取期間
2019/7/26-8/6

西早稲田キャンパス
（65 m）

新宿都市⼤気
⼈⼝: 1400万⼈, 巨⼤都市

採取期間
2019/4/24-5/6

テフロンフィルター上

PM2.5 cyclone
(2.5 µm 50% cut)

富⼠⼭
(3776 m a.s.l.)



JASA (JAPAN-APSARA 
Safeguarding Angkor) Office

Angkor Wat

カンボジア：熱帯大気

熱帯

ペットボトルなどの不適切廃棄

⼈⼝: 14万⼈, 観光都市

Sampling period
2019/8/16-8/20

シェムリアップ (カンボジア)



AMPs：数濃度の空気動力学径分布
熱帯*：平均数濃度**

50.00 ±12.99 (個m-3)
新宿：平均数濃度**
5.22 ±1.27 (個m-3)

0

20

40

60

80

0.1 1 10 100
空気動力学径 (µm)

0

10

20

0.1 1 10 100

dN
/d

lo
gD

p
(m

-3
)

空気動力学径 (µm)

10-1 100 101 102 10-1 100 101 102
0

20

40

60

80

0

10

20
ポリエチレン
エチレン/ポ
リプロピレン/
ジエンゴム

ポリプロピ
レン

エチレン/
ポリプロピ
レン/ジエ
ンゴム

一山分布：
3 – 7 µm

二山分布：

3 – 7 µm と 1 µm

・新宿＆熱帯：肺胞に達する4 µm以下の吸入性粒子でピーク → 健康リスク

・新宿：平均数濃度のAMPsを吸い続けると約70個/日、約2万5千個/年 (安静時)．

3-7 µmの粒子で3倍（約200個/日，約7万5千個/年 ←米国推計と同程度）．

・熱帯：PM2.5領域の1 µmに大きなピーク → 健康影響懸念

ペット
ポリプロピレン
ポリスチレン

*カンボジア・シェムリアップ（雨季） **フィルター面積の約1%から推定
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Polyhydroxybutyrate
（生分解性プラスチック）

Polyethylene terephthalate
（PET）

AMPs：自由対流圏大気 PM2.5

自由対流圏大気でマイクロプラスチックの存在を初めて確認

実粒径（最大フェレ径）：
5 µm以下



AMPsの健康および地球環境影響

① 健康リスク ③ 雲形成する氷晶核能② 温室効果ガスの放出
ex.⼆酸化炭素、メタン

2〜70倍

Royer et al., PLoS ONE (2018)
Gasperi et al., Environ. 
Sci & Health (2018) 

Ganguly & Ariya, 
Earth Space Chem (2019)

空気中 > ⽔中
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ポリプロピレン

ペット

ポリスチレン

高密度ポリエチレン

低密度ポリエチレン
光なし 光照射

メタン発生量 (pmol g-1 day-1)

6倍

10倍

光照射しないと分解せず

光照射しないと分解せず

光照射しないと分解せず

劣化プラスチック
：放出量大


